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I2TAは、科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX）における
「科学技術と人間」研究開発領域「科学技術と社会の相互作用」研究開発プログラムの
「先進技術の社会影響評価（テクノロジーアセスメント）手法の開発と社会への定着」研
究開発プロジェクト（平成19～22年度）です。
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技術の社会的影響評価



ナノ技術を応用した DDS（特にリポソーム、ミセル）製剤の
開発・導入における諸課題について、研究者（医・工・薬）、
実務家（審査、臨床医）、行政、市民社会など幅広いステー
クホルダーの協働によるテクノロジーアセスメントを進めて
います。2009 年度はステークホルダーが参加する円卓会議
を開催し、ナノ DDS 技術開発・導入のあり方について、誰
もが賛同できる点と、ステークホルダー間で意見が異なる点
を整理峻別します。また、これまで進めてきた「ナノテクに
よるラボ・オン・チップ（LoC）」については、問題構造化手
法を適用し、技術開発上の課題などを明らかにします。

省エネルギー住宅の将来技術の進展と社会的需要の把握、お
よび省エネ住宅に対するナノテクノロジーの応用可能性につ
いて、調査研究をおこなっています。2009 年度は、文献調
査や専門家に対するインタビューによるナノテク省エネ住宅
のシーズの洗い出しと、社会科学者と一般市民を交えたワー
クショップによる社会的なニーズの探索をおこない、2回目
のワークショップでそれらをマッチングさせることを予定し
ています。

総合科学技術会議における議論に役立てられることを期待し
て、多層カーボンナノチューブのリスク評価・管理をめぐる
最近の動向を整理し、提言をおこないました。特に、2008
年に出された多層カーボンナノチューブの有害性に関する２
本の学術論文、および、厚生労働省によるナノマテリアルに
ついての予防的対応という通知の社会的影響が少なくなかっ
たと見られることから、この問題を中心に扱い、2009 年 3
月に報告書としてまとめました。この課題については 2009
年度も引き続き調査を続けていきます。

医療（ナノメディシン）

食品（フードナノテク）

先進技術の発展は、社会への恩恵が期待されている一方で、
人の健康や環境に関わる未知のリスクや不確実性も存在し
ています。このため、その社会適用にあたっては、適切な
影響評価が必要です。

TAとは
テクノロジーアセスメント（TA）とは、従来の枠組みでは
扱うことが困難な技術に対し、将来のさまざまな社会的影
響を独立不偏の立場から予見・評価することにより、新た
な課題や対応の方向性を提示して、社会意思決定を支援し
ていく活動を指します。

I2TAの目的
I2TAグループは今後の社会に即した適切なTAのあり方を
見出し、TAの意義について関係者や市民からの理解を得て、
TAの社会への定着を図っていくことを目的とします。

I2TAの活動
I2TAでは自らをTAの実施機関として想定し、さまざまな
情報や知見をもとに社会的な要望や公共的な必要性に応え
られるTAを実践します。そのために、以下のような活動
をおこなっています。
　◉　医療・食品・エネルギーの各分野に応用が期待される、
　　ナノテクノロジーを対象にした試験的なTAの実施
　◉　ナノテクノロジーの実用化に関する動向の把握
　◉　日本における過去の試行的TAの分析と評価、今後の
　　TAの制度的選択肢の検討
　◉　欧米におけるTAの実施機関の実態や法制度の把握
　◉　TAを支える市民社会との適切なコミュニケーション
　　手法の検討

テクノロジーアセスメント
̶社会の変革と調和のために̶

食品分野へのナノテクの応用場面が広がることで、たとえば
今までにない風味や食感を持ったり、栄養を吸収しやすくし
た食品や、鮮度を感知するパッケージを作ることができると
言われています。しかし、こうした応用が思わぬリスクや社
会的影響を生みだす可能性もあります。そこで商品開発状況、
関連領域の専門家や消費者団体の意見、消費者の意識などを
調査し、フードナノテクの類型化や論点整理をしていきます。
その後、消費者とフードナノテクの関係者が一堂に会して議
論できる参加型のイベントを実施し、「いかなる情報提供が
消費者になされるべきか」を軸とした社会におけるフードナ
ノテクのあり方について取りまとめます。

がん治療に向けた
ナノドラッグデリバリーシステム（DDS）

食品分野へのナノテクの応用
エネルギー（ナノグリーン）
ナノテク省エネルギー住宅

多層カーボンナノチューブ特別テーマ
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